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	応用
	抗原情報
	背景
	環状ヌクレオチド依存性（CNG）チャネルのサブユニット。CNGチャネルは非選択的陽イオンチャネルであり、視覚と嗅覚の両方のシグナル伝達において重要な役割を果たします。CNGA1と結合すると、光誘導による細胞内cGMPレベルの変化に応答して、桿体光受容体外節（ROS）へのイオン流入を調節します。アイソフォームGARP2は、高親和性桿体光受容体ホスホジエステラーゼ（PDE6）結合タンパク質であり、その触媒特性を調節します。桿体PDE6の自発的活性化を調節することで、桿体光受容体の「ダークノイズ」を低減し、これらの感覚細胞が単一光子検出限界で機能できるようにします。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	CNGB1 抗体を使用したさまざまな溶解物中の CNGB1 のウエスタン ブロット分析。
	

	CNG1β抗体を用いた3T3溶解物中のCNGB1のウエスタンブロット分析。
	

	CNGB1抗体を用いたNIH/3T3およびA549ライセート中のCNGB1のウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

